
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

H25年度から実施しているワーク・ライフ・バランスの取り組みについて、 

日本看護協会から表彰されました。 

 

「看護ちば」より 

WLBワーキンググループメンバー 

働きやすい環境を整えたい、働いて

いるスタッフの思いを知り、やりがい

をもって働いているのかを知りたい

との思いで、ワーク・ライフ・バラン

ス推進事業へ参加しました。ワーキン

ググループをつくり、それぞれの課題

に向けて取り組んだ結果、就業規定の

周知と取得推進、労働環境の整備（時

間外の削減、有休休暇取得の推進）で

成果を出すことができました。 

 今後も、お互いさま精神で協力体制

を整えていくとともに、看護職一人ひ

とりが目標を持って、自分達のなすべ

きことを達成し、やりがいにつなげて

いけるよう努力していきたいと思い

ます。 

看護部長 

岩澤 紀子 

井上純子、五木田弥生、高松洋子 宮原麗佳、麻生未来、戸井和子、内海ますみ 

小川あすか、小笠原恵子、松井栄子 尾高清恵、世永優子 



ワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ）ニュース！！ 

 

      カンゴサウルス賞、今年も４施設が受賞！ 
   

 

 

平成 28年 5月 25日青山ダイヤモンドホールにて、 

「第 4回看護職のＷＬＢ推進カンゴサウルス賞授賞式」が開催されました。 

 

今回は、平成 25年度からＷＬＢ推進の取組みを開始し、3年間継続した 4施設 

（国保匝瑳市民病院、さんむ医療センター、千葉県立佐原病院、千葉療護センター）に、 

日本看護協会から「カンゴサウルス賞」が授与されました。 

 

 

 

日本看護協会坂本すが会長より賞状と記念品を授与された、さんむ医療センター岩澤看護部長。 

 

  

 

  

 

 

 

千葉県看護協会では、ＷＬＢ推進の取組みを開始して 6年目に入りました。 

今年のＷＬＢ推進ワークショップ参加は 3施設です。 

（千葉県済生会習志野病院、成田赤十字病院、国保大網病院） 

  協会広報誌「看護ちば」でも随時情報を発信して参りますのでお楽しみに。 

 

 

                  平成２8年５月 

                  千葉県看護協会 事業第二課 
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